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流域⼟砂動態モデルの構築

畑薙第⼀ダム
Hatanagi ‐
daiichi dam

畑薙第⼀ダム流域を58の⼩流域に分割してモデル化



⼟砂の条件設定と計算⽅法

→今回は仮の粒度分布を
全流域⼀律で設定
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全ての⼟砂はダムで堆積させる
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河床変動に伴う河床材料粒度分布の評価
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計算結果 ダム堆砂量

掃流砂 1469
浮遊砂 90141
ウォッシュロード 5634
合計 97244

Sediment 1 (m3)

掃流砂 1274
浮遊砂 89630
ウォッシュロード 25338
合計 116242

Sediment 2 (m3)

（値は仮の結果）



計算結果 河床⾼の変化

標⾼(m) 河床⾼の
変化(m)

縦断距離(km)

畑薙第⼀ダム



今後の予定

・現地調査で得た河床材料をモデルに組み込んで計算
・崩壊/⼟⽯流起源の⼟砂流⼊を考慮した計算

・⼤井川のダム堆砂量データと⻑期の気象データ⽤いて、ダ
ム堆砂量の経年変化の再現計算を⾏う。



流砂・流⽊を伴う平⾯⼆次元洪⽔流解析
―2017年7⽉九州北部豪⾬による⾚⾕川洪⽔を対象としてー



解析対象区間 ⼟⽊研究所ICHARM 南雲研究員作成



被災前後の変化

2017年九州北部豪⾬ ⾚⾕川 写真は国⼟地理院HPより

・多量の⼟砂流⼊による流路そのものの変化
・⼤量の流⽊が流⼊し、流れに影響



⾚松良久・⼩室隆・乾隆帝：平成29年福岡・⼤分豪⾬災害の先遣調査，2017

流⽊の影響が顕著

・細粒⼟砂が多量に供給された場合の洪⽔流
・流⽊を伴う洪⽔流の挙動

→移流拡散⽅程式に基づいた流⽊モデルを提案



解析対象区間

⼟⽊研究所ICHARM 南雲研究員作成
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河岸沿いに堆積した⼟砂
から流出する微細砂量を算出

微細砂の供給条件の設定

について、左の図より算出݈௫

→微細砂を上流端から供給

流
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⼟
砂
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流⽊モデルについて 既存の解析法

Nakagawa et.al.(1994)

Gotoh et.al.(2001)

Shimizu et.al.(2007)

粒⼦法

Lagrangian particle method (MPS method)

Distinct element method （個別要素法）
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移流拡散⽅程式に基づく流⽊解析モデル

（河床上昇時）

（河床低下時）

橋梁等の障害物による
流⽊の捕捉

ܵ ：単位⾯積あたりの流⽊存在量(m3/m2)
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計算条件
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初期条件として与えた河
床材料の粒度分布

流量/上流からの⼟砂供給

初期河床材料粒度分布

上流からの流⽊の供給条件

マニング粗度係数: 0.05
勾配：1/45 (上流側)

1/90 (下流側)

ௗ=0.1ܥ :⼀律
→1グリッド(10m×10m) に
1本の流⽊に相当
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河床変動に伴う河床材料粒度分布の評価
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Distance(m)

Case1 元の流路
（実際にも完全に埋没した）

Elevation (m
)

A‐A’横断⾯（⽔位はピーク流量時）

Case3
流
砂
流
⽊
あ
り

流
速

5.0(m
/s)

Case1
固
定
床

A‐A’

A‐A’

解析結果
Case1、Case3の⽐較 （横断⾯）

固定床 固定床
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洪⽔初期

洪⽔初期

ピーク時

ピーク時

逓減期

逓減期

解析結果



ピーク時流況の違い（⽔深コンター図）
河床変動計算なし
（洪⽔流のみ）

Case1

細粒分の供給なし
流⽊なし
Case2

細粒分の供給あり
流⽊あり
Case3

解析ケース



Distance (km)

Elevation (m)

Case1：固定床
Case2：移動床、微細砂・流⽊の供給なし
Case3：移動床、微細砂・流⽊の供給あり

縦断図
（ピーク流量時）

Bridge
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単位⾯積当たり
の流⽊堆積量
(m3/m2)

橋梁部

流⽊の計算結果
航空写真との⽐較



橋梁部付近の流況の違い

流速5.0(m/s)

5.0            0

⽔深(m)

Case2 Case3

橋梁部 橋梁部

⼟砂供給なし・流⽊なし ⼟砂供給あり・流⽊あり



結論

・移流・拡散⽅程式に基づく流⽊モデルを提案
・上流端における流砂・流⽊の供給に対する下流の応答を解析

・⾚⾕川における河床変動及び洪⽔流の計算では，上流側から
の浮遊砂の流⼊を考慮する場合に顕著な流路・河床変動が⽣じ，
洪⽔流に⼤きな影響を及ぼしている．

・流⽊の流⼊量やその堆積過程については今後詳細に検討する
必要があるが，これを考慮した場合には橋梁部への流⽊の集積
が⽣じることによって，上下流の洪⽔流に⼤きな影響を及ぼす
ことが明らかになった．


